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今後のワクチン開発研究について

平成22年4月 21日

鶉 。独立行政法人医薬基盤研究所

理事長 山西 弘一

日 と米 入ワクチンの比 ヽ

年 米国

1985

1987 Hibワクチン 1:PVワ クチン

1988

:靱嚇:稗
1991 aPワクチン(日本から導入 日本は1981)

1992 DTaP2 27>, H ABX^ 2 272 <a*i'6€.^. EIatf, 1e76)

1993 DTaP―Hib

1994 ペストワクチン

1995 不活化A型肝炎ワクチン 水 痘 生 ヮクチン (日本から技術導入)

1996 南ib―B型肝炎ワクチン ,不活化A型肝炎ワクチン

2000 7価肺炎球菌ワクチン

2001 A型―B型肝炎ワクチン

2002 DPT― IPV-8型肝炎ワクチン

2003 経鼻インフルエンザ生ワクチン =DPTワクチン(成人角)

2005 ル一ク， ワ一Ｒ
一

一Ｍ
一

MMR―水痘ワクチン ,髄膜炎菌ワクチン(結合ワクチン)

2006 ロタウイルスワクチン

ワクチン産業ビジョンG覗より
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o自本ではワクチンの開発に結びつく先端的基礎研究が行われている

○しかし、各研究機関の特徴を活かした共同研究体制が十分に構築されていない

⇒「 今後のワクチンの研究開発課題の方向性を検討するための基礎資料の作成」を目的に

・ワクチン研究の現状の調査
・ワクチン開発にための基礎研究開発目標についての調査研究 を行う

Oワクチン開発に共通となる研究開発課題としては、以下の3つ

①新しいベクター ②アジユバント ③投与経路ロデリバリー
⇒これらの研究を研究機関と産業界との連携により統一的な戦略のもとで推進し、

次世代ワクチン開発戦略を進めていく
※さらに、ワクチン開発の臨床・非臨床ガイドライン等研究開発指針策定に向けた研究や

治験環境の整備も必要

①国内外のワクチン開発研究の現状調査
⇒文部科学研究費補助金、厚生労働科学研究費補助金のワクチン関連研究を調査→文科 :64課題 厚労 :54課題

②ワクチン開発のための基礎研究開発目標の検討
→研究機関等との意見交換によリワクチン開発全般に対し共通的に必要な技術課題等を取りまとめた

ワクチン開発研究機関協議会について
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鰐議理シ職彗     で11111
識 畠理異鶴霞2種簾菫  群讐鷲喫籠喜暑手る
リバ■スジ三ネティクス技術、自然免疫の研究、世界で唯Tの水痺ワクチン ‐■―
0次世代技術の開発等により10年後には3.5倍に拡大するという予測   |
r7クチン市場 2003年 600億円 ⇒2013年 2100億円        . :
0既にワタチン開発研究のプラツトフオTム整備されている
|ワクチン開発研究協議会(h19.11医薬基盤研、感染研、東大医科研、阪大微研)

従来型の経験的なワクチン開発手法から

分子生物学的手法晩疫学、遺伝子工学等)を用いた

「次世代高付加価値型」の感染症ワクチン
べの転換が不可欠

新型インフルエンザ、マラリア、エイズなど

国あげての対策が要請される感染症に対する

「次世代高付加価値型ワクチン」を実用化する




